
金子 卓 電話（５２）２４２２

（携帯） ０９０-１９９４-７６９６

高村 功 電話（５３）７６４０

（携帯） ０９０-２４９８-４６６４

原発再稼働ストップ 暮らし福祉優先 安倍暴走止める

３つの願い日本共産党に！ ２３日、志位委員長が街頭演説

各党が統一地方選・参院選の前哨戦として総力をあげた

大激戦となっている県議選の告示（３０日、１２月９日投票）ま

で１週間となった２３日、日本共産党の志位和夫委員長が、

水戸、取手、つくばの３市をかけ巡り、県議予定候補とともに

党現有３議席の絶対確保と新たな議席増に向け熱く支持を

訴えました。どこでも演説が進むにつれ聴衆の輪が膨らみ、

市民連合の代表や他党・無所属議員もマイクを握って日本共産党にエールを送りました。

水戸駅前で江尻かな県議（右写真：水戸市・城里町区、定数６）は「子ども医療

費の補助制度の拡充を求め、高校３年生までの入院費補助を実現した。県政

に県民の声を届ける決意です」と表明しました。

取手駅前では上野たかし県議（左写真：取手市区、定数２）が「県民７割が原

発再稼働に反対しているのに、自民党県議は『低レベルで不毛な議論』と言う。

再稼働ストップの声を寄せてほしい」と訴えました。

つくば駅前でマイクを握った山中たい子県議団長（右写真：つくば市区、定

数５）は、「高校でのエアコン設置も電気代は保護者負担。税金の使い方が間

違っています。県民に寄り添う共産党の議席が必要です」と力を込めました。

志位氏は、目前に迫った県議選が「茨城県政の進路にとっても、統一地方選・参院選の

前哨戦としても、とても大切な選挙です」と

強調。「茨城県民のみなさんの切実な三つの

願いを日本共産党に託していただきたい」と

して、（１）「東海第２原発の再稼働ストップ、

廃炉に」という願い （２）「巨大開発優先から、

暮らし・福祉優先の県政に転換を」の願い（３）

「消費税１０％増税、９条改憲―安倍政権の

暴走ストップ」の願い― をあげ、いずれの問

題でも打開策を示し県民・国民と力を合わせ

る日本共産党の立場を力説しました。

志位氏は、前回県議選で日本共産党が１議席から３議席に躍進したことで、「願いを届け

る発言力」「悪政を許さない対決力」「県民の願いを提案しての実現力」がアップしたことを具

体的に紹介し、「この力をさらに大きくしてください」と力を込めました。

水戸駅前では、茨城県市民連合共同代表の村上達也元東海村長が「安倍政権によって

原発再稼働が強行されるなら、次の原発事故は今度も日本で起こる」とし、再稼働反対、廃

炉を主張する共産党を県議会で大きくしてほしいと力説しました。東海第２原発の再稼働に

必要な事前了解権を持つ周辺６自治体の中で、「再稼働反対」を表明した海野徹那珂市

長もメッセージを寄せました。

２４日、日立・東海で山下副委員長が訴え

２４日、日本共産党の山下芳生副委員長が応援に駆けつけ、日立駅前で千葉たつお予

定候補（日立市区、定数４）、東海駅前（イオン前）で川崎あつ子予定候補（東海村区、定数１）

とともに支持を訴えました。

２５日、古河・筑西・牛久で宮本徹衆院議員が訴え

２５日、日本共産党の宮本徹衆院議員が応援に駆けつけ、古河

市選挙区（定数３）の山口みち子予定候補、筑西市選挙区（定数２）

の石嶋いわお予定候補、牛久市選挙区（定数２）の谷口誠一予定

候補とともに日本共産党の躍進を訴えました。
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